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第３章 食育推進のための基本的な方針について 

Ⅰ 食育推進の基本理念 

市民一人ひとりが食に関する知識と食を選択する力を養い、健全な食生活を実践していけるよう

家庭、学校、地域、企業等さまざまな分野との連携のもと、すべての年代の市民に食育を推進し、

「健康都市かわさき」の実現をめざします。 

Ⅱ 食育推進の視点と目標 

 川崎市の食の現状と特徴をふまえ、国が示した食育推進基本計画の基本的な方針をもとに、川崎

らしい食育の推進に取組みます。目標の設定にあたっては、川崎市健康づくり計画「かわさき健康

づくり２１」の栄養・食生活と関連を持たせ、健康づくりの視点ですべての市民に食育を推進しま

す。 

（１）朝食で元気な1日のスタート 

 目標 朝食を食べる人を増やす  

  朝食を食べない小学６年生の現状   ９．１％ →  ０ ％ 

〈平成１７年度川崎市小・中学校教育基本調査より〉 

  ・まず、食べましょう 

  ・1品増やしましょう 

  ・見直しましょう、食事の質と量 

  ・楽しく食べましょう 

（２）バランスよく楽しく食べよう 

 目標 食育に関心を持っている人を増やす  

関心があるまたはどちらかといえば関心がある   ７７％ → ９０ ％ 

    食事バランスガイドを見たことがある人を増やす  ２４％ → ６０ ％ 

                     〈平成１８年かわさき市民アンケートより〉 

  ・食事づくりに参加し、家族や仲間との交流を大切にしましょう 

  ・こころと体においしい食事を味わって食べましょう 

  ・食事バランスガイドを活用して、食事を見直しましょう 

（３）食に関する情報発信 

 目標 食育リーダーを養成する       ０人 → １５０ 人 

〈平成１９年現在食育リーダー養成数０人〉 

  ・毎日の食事の大切さを知り、望ましい食習慣を身につけ、食の安全性や伝統的な食文化に 

ついての理解を深めましょう 

・食育の推進に関わるボランティア（食育リーダー）を増やし、広く食育を推進しましょう 



川崎市食育推進計画の概要          計画期間 平成２０年度～２２年度（３年間） 

基 本 理 念 

       市民一人ひとりが、食に関する知識と食を選択する力を養い、健全な食生活を実践していけるよう、家庭・学校・地域・企業等         

       さまざまな分野との連携のもと、すべての年代の市民に食育を推進し、「健康都市かわさき」の実現をめざします。 

川崎市の食の現状         食育推進の方針           具体的な施策             計画の推進体制 

  家庭での食育機能の低下                      Ⅰ 家庭における食育の推進      「健康都市かわさき」の実現

朝食欠食者の増加  朝食で元気な１日の

家族団らんの機会の減少 スタート Ⅱ 学校・幼稚園・保育園等に 食育の推進

                   ◇朝食を毎日食べる人を      おける食育の推進

                   増やす                                 地 域      家 庭 

食の乱れによる Ⅲ 地域における食生活改善の

生活習慣病の増加 ための取組みの推進         幼稚園        生産者 

男性の肥満の増加                                             保育園 

バランスよく楽しく Ⅳ 食育推進運動の推進                   関係団体 

食べよう                       

                   ◇広めよう           Ⅴ 生産者と消費者との交流の

食の安全性に対する        食事バランスガイド        促進、環境と調和のとれた農     学 校 

 不安の高まり 業の活性化等                       流 通 

                                                    販 売 

Ⅵ 食文化の伝承のための活動      職 場       店 舗 

への支援と国際交流の推進            行 政 

失われつつある  食に関する情報発信                              

「日本型食生活」      ◇食育リーダーの養成      Ⅶ 食品の安全性や栄養その他 

の食生活に関する調査、研究     

情報の提供  


